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補助金交付内容等

〈 積 算 基 礎 等 ）

　市からの補助金：17,920,000円（内、公益財団法人長崎県市町村振興協会から市町振興共同事業助成金：
3,000,000円を受け充当している。）により大会全般を運営している。
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　島原の冬のスポーツイベントとして定着しており、スポーツ少年団の駅伝大会を同時開催することで、陸
上競技の底辺の拡大を図る。あわせて、報道機関を利用して島原市の魅力を九州各県に向けアピールする場
とする。

事業の背景及び概
要（現状、課題）、ま
たは交付団体の活
動目的、活動内容
など
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平成

令和

10始期

終期

　雲仙普賢岳噴火災害から、復興に取り組む「元気な島原」と新しい観光資源としての「平成新山」をア
ピールする絶好の機会とするため、合併前の島原半島１市１６町が一丸となって誘致したもの。平成２０年
度から島原市の単独事業となり、現在は、島原市内一円をコースとし男女ともロードコースとして開催して
いる。なお、男子においては出雲駅伝大会の九州代表を選考する大会としても位置付けられている。

　九州学生駅伝対校選手権大会実行委員会

継続 新規

あり なし



◎１次評価（自己評価）

（ ）

（ ）

◎２次評価

◎３次評価

予算措置額の増減：

（ ）

判
定
理
由

千円

休止･廃止の具体的方向性

　冬の風物詩として定着している島原学生駅伝大会を開催することで、テレビ放映による九州一円へ
のＰＲ効果や地域交流の促進は、本市の経済効果へつながるものであるため。

　テレビ放映などメディアを活用した島原のＰＲ効果より、地域交流を促進
させ本市の経済効果へつなげている。

備　　考

見
直
し
の

方
向
性

判　　　定

　今後の課題と見直しの
　方向性（総合評価判定が
  Ｂ１～Ｂ４の場合）

課
 

題

③ 団 体 の 事 業 内 容 や

助成の在り方等の見直し
の

総 合 評 価

判
　
定

　大会運営等を考慮する限り、現行通りが望ましい。

　必要性

  Ｂ　見直しのうえで実施

○総合評価と今後の方向性

② 市 の 関 与 の 必 要 性
　大会開催を通じた地域振興、スポーツ振興及び雲仙噴火災害からの復興を
成し遂げた島原のＰＲに必要な事業である。

① 助 成 事 業 の 効 果

○視点別分析
視　  　　　　点 現　状　分　析 説　　　　　　　　　　　　明

評　価　結　果　を　踏　ま　え　た　次　年　度　予　算　へ　の　反　映　状　況　　（☑）

九州学生駅伝大会開催費補助金

　冬の風物詩として定着しており、大会開催に伴う九州一円へのPR効果、本市経済への波及効果は一定認められる。今後
は、本補助金以外の財源確保を積極的に図られたい。

判　　　定

備
考

⇒ -1,792

備　　考

意図した効果があがっている

ある程度効果がある。

あまり効果がない

分析できない

事業効果は後年度

必要性は薄れていない

少し薄れている

薄れている

不明

該当しない

見直しの必要はない

検討の余地はある

見直しの必要あり

補助額の削減

B1 事業規模の拡大 B2 事業規模の縮小

B3 事業内容の改善 B4 その他の見直し

Ａ 継続(特段の見直しは行わない）

Ｃ 休止（隔年実施など）

Ｄ 廃止（終期の設定も含む）

補助額の増加 補助の休止若しくは廃止 現状維持


